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《単位互換提供科目詳細》  

 

＊科目 No． 2117 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 広島大学 
科目開講 

キャンパス 
東広島キャンパス 

2．科 目 名 

正式科目名 

命の尊厳を涵養する食農フィールド科

学演習 

クラス名  

副題 
配当年次 1,2,3 
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様式 2 

12．別途負担費用 
授業期間中の食事費等（1 万円以内）を現地で徴収します。集合場所までの旅費は自己負担

です。開催 1 週間前以降のキャンセルについては食事代を，前日および実施期間中のキャ

ンセルについては参加費用全額（1 万円以内）を支払っていただきます。 

13．その他特記事項 

●集合日時：9 月 6 日（火）の 13 時に JR 西条駅前に集合（昼食を済ませておいてください。）

バスで大学まで送迎します。 

なお，9 月 9 日（金）は昼食後にバスで JR 西条駅前まで送迎します。 

●傷害保険：事前に学生教育研究災害傷害保険（財団法人日本国際教育支援協会）相当の

傷害保険に加入しておいてください。 

●持参物：医療保険証，作業以外の時に着る動きやすい服（サンダルや半ズボン等は不可），

帽子(日よけ用なのでサンバイザー不可)，デジタルカメラ（あれば望ましい），水に濡れた

り汚れても構わない靴，筆記用具，洗面具，タオル，身の回り品等。作業つなぎ及び長靴

はこちらで用意します。 

※持ち物の詳細については受講が確定し次第，後日，メールで案内しますので，こまめに

確認してください。また，その際に作業で着用する作業つなぎ及び長靴のサイズ確認と海

外渡航歴の確認をしますので，必ず返信してください。メールでの連絡の際には必ず氏名

と所属大学を明記してください。 

●やむなく欠席する場合は 1 週間前までに広島大学生物生産学部学生支援室まで申し出て

ください。直前にやむなく欠席・遅刻する場合も，必ず連絡してください。 

●口蹄疫等の防疫対策の関係上，農場への立入りを制限しており，受講希望者のうち，海

外渡航された方で帰国が演習開始前 1〜2 週間以内の方については，参加をご遠慮していた

だく可能性がありますので，必ず事前にご連絡下さい。 

●未成年の受講生が多数参加しますので実習期間中は禁酒・禁煙となっています。 

●演習期間中の移動は送迎バスを利用します。 

●本授業科目は，広島大学生物生産学部，広島大学他学部，他大学の非農学系学部の学生

のために開講されるものです。 

●受講者多数の場合は，本演習の体験を高学年の授業で生かしていただくことを踏まえて，

志望動機を考慮しながらも低学年の学生（1,2 年生）を優先して選抜します。 

【問合せ・連絡先】 

・ 広島大学生物生産学部学生支援室 

   〒739-8528 東広島市鏡山 1-4-4  TEL：082-424-4323 

E-mail:sei-gaku-sien@office.hiroshima-u.ac.jp 

・ 広島大学大学院生物圏科学研究科 教授 谷田 創 

   〒739-0046 東広島市鏡山 2-2965  TEL：082-424-7994 

E-mail：htanida@hiroshima-u.ac.jp 

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

 


